
1030 CHEMOTH巨RAPY FEB.1984

耳鼻咽喉科領城感染症におけるDL-8280の 臨床的検討

本村美雄 ・坂本 裕 ・浦尾弥須子 ・廖 東紅

川崎市立川崎病院耳鼻咽喉科

1982年2月 から同年10月 までの8ヵ 月間に,川 崎市立川崎病院耳鼻咽喉科において,耳 鼻咽喉科領

城感染症である急性中耳炎5例,慢 性中耳炎17例,急 性外耳炎1例,急 性副鼻腔炎1例,慢 性副鼻腔

炎3例,鼻 節1例.急 性咽喉環炎4例,慢 性咽喉頭炎1例,急 性扁桃炎5例 の計38例 にDL-8280を

投与し.そ の臨床的効果を検討 し,以 下の結果を得た。

1.DL-8280投 与量は,1日 量600mgな い し300mgと し,1日3回 に分けて経口投与し,投 与

日数は1日 から7日(平 均6.2日)で,総 投与量は400mgか ら4,200mg(平 均3,623mg)で あっ

た。

2.臨 床効果の判定は,著 効,有 効,や や有効,無 効の4段 階とし,著 効 と有効の症例をもって有効

率を示 した。DL-8280投 与38例 の うち,著 効11例,有 効16例,や や有効6例,無 効3例,不 明2例

で,有 効率は75.0%で あった。

3.病 巣からの分離菌は,Staphylococcus epidermidis, Staphylococcus aureus, Streptococcus pyogenes,

Streptococcus sanguis, Streptococcus salivarius, Streptococcus pneumoniae, a-Streptococcus, Micrococcus 

sp., Corynebacterium sp., Proteus mirabilis, Proteus inconstans B, Pseudomonas aeruginosa, Pseu-

domonas cepacia, Klebsiella oxytoca, Neisseria pharyngis, Neisseria jlavescens, Neisseria subjlava,

yeast-like organism で あ った 。 Staphylococcus aureus, Staphylococcus ePidermidis, Micrococcus

sp., Proteus inconstans B, Klebsiella oxytoca, Neisseria subfiava に つ いて は,DL-8280はMICが

0.39μ9/ml以 下 で,こ れらの菌が分離された症例にはすぐれた臨床効果を示した。

4.各 種臨床検査値は,DL-8280投 与が直接原因と思われる病的変動を示さなかった。

5.副 作用は,全 身倦怠感,頭 重,睡 眠障害1例,嘔 気1例 と下痢1例 であった。

6.以 上の結果を総合すると,DL-8280は 耳鼻咽喉科領域感染症に有用なピリドンカルポン酸系薬剤

の一つと考えられる。

DL-8280は 第一製薬(株)で 開発されたbenzoxazine格 を有

す る新合成経 口抗菌剤で,そ の構造式はFig.1の 通 りである.

本剤 と同系の抗菌 剤には,nalidixicacid(NA),piromidic

acid(PA),pipemidicacid(PPA),cinoxacin(CINX),nor-

floXacin(NFLX)な どがある。

本剤は ゲラム陽性菌,ゲ ラム陰性菌に対 して 幅広い抗菌スペ

ク トラム と 強い抗菌 力を有 し,そ の作用は 殺菌的 であ る.特 に

グラム陽性菌には,既 存の同系抗菌剤よ り優れた抗菌力 を 示す

とされている1)。

著者 らは今回,DL-8280の 提 供を受け,耳 鼻咽喉科領 城の感

染症に使用 したので,そ の成績について報告す る。

Fig. 1 Chemical structure of DL-8280

1.研 究対象および研究方法

1.対 象

投与の対象 となったのは1982年2月 から同年10月 ま

でに川崎市立川崎病院耳鼻咽喉科外来を訪れた耳鼻咽喉

科領域感染症の患者38例 であった。その詳細はTable

1に 示 したように,急 性中耳炎5例,慢 性中耳炎17例,

急性外耳炎1例,急 性副鼻腔炎1例,慢 性副鼻腔炎3

例,鼻 節1例,急 性咽喉頭炎4例,慢 性咽喉頭炎1例,

急性扁桃炎5例 の計38例 であった。年齢分布は18～73

歳で,平 均年齢は42.2歳 で,性 別では男性21例,女 性

17例 であった。

妊婦および授乳婦,重 篤な心,肝,腎 機能障害を有す

る患者,ピ リドンカルボン酸系薬剤に重篤なアレルギー

既往のある患者,15歳 未満の患者は対象から除外した。

2.投 与方法および投与量

DL-8280(1錠 中DL-8280100mg含 有)を1回1～2
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Table 2 Efficacy of DL-8280 classified by diagnosis

* Side effect

錠,1日3回 毎食後に服用させた。投与期間は7日 問を

原則としたが,症 例によっては1～6日 間(平 均6.2日)

投与した症例もあった。総投与量は400～4,200mg(平

均3,623mg)で あった。

DL-8280の 臨床効果を検討する関係上,他 の抗菌剤,

抗炎症鎮痛剤などの薬剤の併用は行わなかったが,急 性

中耳炎,慢性中耳炎,急 性外耳炎などでは外耳道,鼓 室

の清拭を,急性副鼻腔炎では鼻処置,ネ ブライザーを,

急性咽喉頭炎,慢 性咽喉頭炎ではネフライザ ー を 行 っ

た。

3. 臨床効果の判定基準

DL-8280の 投与前後に自覚的症状 として,耳 痛,鼻

痛,咽頭痛,嚥 下痛,そ の他の疼痛を,他 覚的所見 とし

ては分泌物の量 性状,局 所の発赤,浮 腫,腫 脹,膿 栓

などを観察した。各症状,所 見について,(+++):強 度,

(++):中等度,(+):軽 度,(-):な し,の4段 階で記

録した。

臨床効果の判定は,臨 床症状,臨 床検査値の推移をも

とに,著効,有 効,や や有効,無 効の4段 階で行った。

各段階の判定基準は,以 下に示 したとお りである。

著効:投 与4日 以内に,全 身状態が回復 し,局 所の発

赤,浮腫,腫 脹,疼 痛,分 泌物などが消失ないし治癒 し

たもの

有効:上 記症状,所 見が7日 以内にほぼ軽映したもの

やや有効:7日 の時点で治癒傾向を示すが,な お追加

治療を要したもの

無効:治 療開始後,ま った く症状の改善,治 癒傾向を

示さないもの

感染症において,薬 剤の効果判定を行 うには,起 炎菌

の消失を検索するのが妥当であろうが,実 際には困難な

症例が多く,各 臨床症状,所 見の改善を考慮して判定を

行った。有効率は,著 効と有効を示 した症例数の,効 果

判定可能な総症例数に対する割合をもって示 した。

4. 分離菌およびMIC測 定

起炎菌を検出する目的で,中 耳炎では耳漏を,副 鼻腔

炎では鼻汁を,咽 頭炎では咽頭の粘膜を,扁 桃炎では陰

窩部膿栓を滅菌綿棒を用い採取して,で きる限り速やか

に,当 院細菌検査室および第一製薬(株)の 研究所で分離

培養,同 定を行い,DL-8280の 最小発育阻止濃度(MIC)

を測 定した。その対照薬 として,NFLX, NA, PPAの

MICも 測定し比較検討 した。MICは 日本化学療法学会

標準法に従って測定した。

II. 臨 床 成 績

耳鼻咽喉科領域疾患38例 全症例におけるDL-8280の

個 々の治療成績の概要すなわち,性,年 齢,診 断名,投

与量と期間,総 投与量,検 出菌,臨 床効果,副 作用,そ

の他についてTable 1に 示 した。また,DL-8280の 疾

患別の臨床効果をTable 2に 示 した。著効11例,有 効

16例,や や有効6例,無 効3例,不 明2例 で あ った。

著効 と有効を併せた有効率は75.0%で あった。

つ ぎに各疾患別の治験成績について検討した。

1. 急性 中耳炎

DL-8280を 本疾患5例(No.1～5)に 使用した。年齢

は23～59歳 であった。

投与量は1日600mgを3回 分服投与したが,No.3は

2回 目内服後に全身倦怠感,頭 重,睡 眠障害が出現 した

ため,以 降のDL-8280の 投与を中止し,効 果判定は不

明とした。その他の症例では7日 間投与し,臨 床効果を
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判定した。

本疾患に対する臨床効果では,判 定不明の1例 を除い

た4例 中著効1例,有 効2例,や や有効1例 で,有 効率

は75.0%で あった。

2. 慢性 中耳炎

DL-8280を 本疾患17例(No.6～22)に 使用 した。年

齢は24～73歳 であった。

投与量は1日 量600mgの3回 分服投与を原則とした

が,No.13は300mgを3回 分服 とした。また,No.20

は初 日に1回 量200mgを2回 内服後,嘔 気があり,3

回 日の内服を中止 した。翌々日,2回400mg内 服後,

嘔気再発のため以後の投与を中止し,判 定不明とした。

No.7, 8, 9の 耳漏から,分 離菌としてStaphylococcus

aureusが 検 出され,DL-8280を7日 間投与 して,肉 眼的

には耳漏は消失 し,著 効 としたが,終 了時の培養では菌

数は減少しているもののStaphylococcus aureusが 検出

された。

本疾患17例 中,判 定不明の1例 を除いた16例 に対す

る臨床効果では,著 効3例,有 効9例,や や有効2例,

無効2例 で,有 効率は75.0%で あった。

3. 外耳炎

DL-8280を 本疾患1例(No.23)に 使用 した。自他覚

的症状は7日 以内に消失し,臨 床効果は著効 とした。終

了時の培養では菌数は減少して い る が,Staphylococcus

aureusが 検 出された。

4. 急性副鼻腔炎

DL-8280を 本疾患1例(No.24)に 使 用した。投与量

は1日600mgで,3回 分服 し,7日 間投与した。鼻漏

分泌量は投与とともに減少したが,鼻 粘膜の発赤は不変

で,鼻 痛,頭 痛などの自覚的症状は改善されなかったの

で,臨 床効果の判定はやや有効 とした。

5. 慢性副鼻腔炎

DL-8280を 本疾患3例(No.25～27)に 使 用した。投

与量は1日600mgで,3回 分服 し,No.26の み6日 間

投与,他 の2例 は7日 間投与とした。

No.25, 27の2例 では,自 覚的症状はDL-8280の 投

与により,各 々,鼻 痛(+)→(-),(++)→(+)と 改善

されたが,他 覚的症状である鼻 漏,鼻 粘 膜,発 赤,腫

脹,浮 腫などの症状は改善されなかったので,臨 床効果

の判定はやや有効とした。

No.26で は,自 覚的症状の鼻漏は(++)→(+)と

改善され,発 赤(+),浮 腫(+++),腫 脹(++)の 諸症状は

4日 後にやや改善されたが,6日 後には投与前の状態に

もどったので,臨 床効果の判定は無効とした。

6. 鼻〓

DL-8280を 本疾患1例(No.28)に 使用した。 自・他

覚症状とも,600mg投 与2日 日から改善され,4日 目

にはほとんど無症状,無 所見 となったが,7日 間投与を

継続した。臨床効果は著効 と判定した,

7. 急性 咽喉頭炎

DL-8280を 本疾患4例(No.29～32)に 使用した。

投与量は1日300mg3回 分服で,1例 に3日 閥投与,

2例 に7日 間投与した。さらに,他 の1例 には1日600

mg,3回 分服で7日 間投与した。

No.29で は,自 ・他覚症状は3日 日に発赤(+)以

外ナベて改善され,7日 目には完全に治癒したので,臨

床効果の判定は著効 とした。

No.30で は,3日 間 しか来院 しなかったが,3日 目

で腫脹が(++)→(+)と 改善され,そ の他の自・他覚

症状が消失し,有 効 とした。

No.31で は,自 ・他覚的症状が6日 目には完全に消

失 し,著 効とした。

No.32で は,3日 目で自覚的症状 であ る咽頭痛が

(+++)→(-),嚥 下痛が(昔)→(-)と 改善されているが,

他覚的症状は3日 目で発赤が(+++)→(++),浮 腫が(++)

→(+),膿 栓が(+)→(+),さ らに8日 目では他覚的

症状はいずれも(+)と なったので有効とした。

8. 慢性咽喉頭炎

DL-8280を 本疾患1例(No.33)に 使用した。投与量

は1同600mgで,3回 分服し7日 間内服させた。

自覚症状は5日 目に消失し,他 覚的症状も発赤以外は

5日 目に消失した。発赤は7日 目にも残存しているため

臨床効果の判定は有効 とした。

9. 急性扁桃炎

DL-8280を 本疾患5例(No.34～38)に 使用した。

投与量はNo.36の み1日300mg 3回 分服,そ の他

の症例では1日600mg 3回 分服で,7日 間内服させた。

No.34の 自覚症状は投与3日 目から消失し,他 覚的

症状も膿栓が(+++)→(+)と 軽減し,7日 目には完全に

治癒した。No.35も4日 日には自 ・他覚的症状も(+++)→

(+)と な り,7日 目には完全に治癒した。No.37も 同

様に7日 目には完全に治癒し,こ れ ら3例 の臨床効果は

著効 と判定した。

No.36は 自覚症状の耳痛,咽 頭痛 と他覚的症状の発

赤,膿 栓が7日 目でも残存 していたが,臨 床効果の判定

は有効 とした。

No.38は 投与7日 目で自覚的症状の発赤のみ残存した

が,他 覚的症状は消失しており,臨 床効果の判定は有効

とした。

III. 臨床成績と病巣分離菌との関係

1. 分離菌の種類

今回,DL-8280を 投与した38症 例のうち単独感染は
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25例, 混合感染は6例,normal flora 1例,無 発育6例

であつた。その内訳 は 単 独 感 染 で はStaphyloooccus

epidermidis 1例,Staphylococcus aureus 12例,α-Strep-

tococcus 1例,Micrococcus sp. 1例,Proteus mirabilis 1

例,Proteus inconstans B 2例,Pseudomonas aeruginosa

2例,Pseudomonas cepacia 2例,Klebsiella oxytoca 1例,

Neisseria phatyngis 1例 で あ っ た 。 混 合 感 染 で はSta-

phylococcus epidermidis, Staphyrococcus sp.とCoryne-

bacterium sp.の3菌 混 合 感 染1例,Streptooocous pne-

umoniae,α-StreptuoccusとNeisseria flavescensの3菌

混合感 染1例 お よびStaphylococcus epidetmidisとyea-

st-likeorganism, Staphylococcus aureusとStreptococcus

pyqgenes, Streptococcus pyogenesとEVeisseria subflava,

Streptococcus sanguisとStreptococcus salivariusの2菌

混合感染 各1例 で あ っ た 。

2. 分 離 菌 のMIC(Table 1)

接種菌 量106cells/mlで み る と,Staphylococcus epi-

dermidis 4株 で はDL-8280 0.20～0.39μg/ml, NFLX

0.78μg/ml, PPA 25μg/ml, NA 25～50μg/ml, Staphyl-

ococcus aureus 13株 で はDL-8280 0.20～1.56μg/ml,

NFLX 0.39～6.25μg/ml, PPA 12.5～100μg/ml, NA

25～400μg/ml, Streptococcus pyogenes 2株 で はDL-

8280 1.56μg/ml, NFLX 1.56～3.13μg/ml, PPA 200

μg/ml, NA>400μg/ml, Streptococcus sanguis 1株 で は

3.13μg/ml, NFLX 25μg/ml, PPA>400μg/ml, NA 200

μg/ml, Strgptococcus salivarius 1株 で はDL-8280 3.13

μg/ml, NFLX 12.5μg/ml, PPA>400μg/ml, NA 200μg/

ml, Streptococcus pneumoniae 1株 で はDL-8280, 1.56

μg/mI, NFLX 12.5μg/ml, PPA 400μg/ml, NA>400

μg/ml, α-Streptococcus 2株 で はDL-8280 3.13μg/ml,

NFLX 12.5μg/ml, PPA 200～400μg/ml, NA>400μg/

ml, Mimcoccus sp. 1株 で はDL-8280 0.39μg/ml,

NFLX 0.78μg/ml, PPA 25μg/ml, Corynebacterium

sp. 1株 で はDL-8280 0.10μg/ml, NFLX 0.39μg/ml,

PPA 50μg/ml, NA50μg/mlで あ っ た 。Proteus mi-

rabilis 1株 で はDL-8280 0.20μg/ml, NFLX 0.10μg/

ml, PPA 3.13μg/ml, NA 6 .25μg/ml, Proteus incon-

stans B 2株 で は,DL-8280 0 .10～0.20μg/ml NFLX

0.05～3.13μg/ml, PPA 1 .56～12.5μg/ml, NA 1.56～

3.13μg/ml, Pseudomonas aeruginosa 2株 で はDL-8280

1.56μg/ml
, NFLX 0.39～0.78μg/ml, PPA 25μg/ml,

NA 100～200μg/ml
, Pseudomonas cepacia 1株 で は

DL-8280 12 .5μg/ml, NFLX 50μg/ml, PPA 200μg/ml,

NA 25μg/ml, Klebsiella oxytoca 1株 で はDL-8280<

0.025μg/ml, NFLX<0
.025μg/ml, PPA 0.78μg/ml,

NA 1.56μg/ml, Neisseria pharyngis 1株 で は1 .56μg/

Fig. 2 Sensitivity distribution of clinical

isolated organisms

N. T.: Not tested

ml, NFLX 12.5μg/ml, PPA>400μg/ml, NA 200μg/

ml, Neisseria flavescens 1株 でDL-8280 1.56μg/ml,

NFLX 12.5μg/ml, PPA 200μg/ml, NA>400μg/ml,

Neisseria subflava 1株 で はDL-8280 0.05μg/ml,

NFLX 0.10μg/ml, PPA 1.56μg/ml, yeast-like organi-

smで はDL-8280, NFLX, PPAい ず れ も>100μg/ml

で あ った(Table 3, Fig. 2)。

3. 分 離 菌 のMICと 臨 床 効 果

分離 菌 のMICと 臨 床 効 果 との 関 係 をTable 4に 示 し

た 。 す な わ ちMICが0.39μg/ml以 下 の菌 が 分離 され

た 症 例 で は,著 効7例,有 効9例,や や 有 効2例,無 効

2例 で,著 効 率35.0%,有 効 率80.0%, MICが1.56

μg/ml以 上 の 菌 が 分離 され た 症 例 で は,著 効3例,有 効

9例,や や 有 効1例 で,著 効 率23.0%,有 効 率92.3%

で,MICの 低 い 菌 が 分 離 され た症 例 に著 効 例 が 多 くみ ら

れ た 。

IV. 臨 床検 査値 の変 動

DL-8280の 投 与 が 各 種 臨 床 検査 値 に及 ぼ す 影 響 を 調

べ る た め に,DL-8280の 投 与 前 と投 与 後 の時 点 で 臨床 検

査 を行 っ た。 そ の結 果 をTable 5に 示 した。

臨 床 検査 項 目で は,造 血 機 能 と して赤 血 球 数,血 色 素

量,ヘ マ トク リ ッ ト値,自 血 球 数,白 血 球 百 分 率,血 小

板 数 を,肝 機 能 と して,S-GOT, S-GPT, Al-Pase,総

ビ リル ビ ンを,腎 機 能 としてBUN,血 清 ク レアチ ニ ン,

血 中 の電 解 質 と してNa+, K+, Cl-を それ ぞれ 指 標 と し

て 検討 した。

DL-8280を 投 与 した38例 中 投 与前 後 の検 査 を実 施 で

きた の は27例 で,投 与 前 の み が8例 で あ った 。 また,

他 の3例 は投 与 前 後 とも検 査 を実 施 で き な か った 。

No.3とNo.20は と もに 副 作用 でDL-8280の 投 与 を

中止 した 例 で あ る が,中 止 時,臨 床 検査 を実 施 して い な
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い。なお,表 中の 「-」は検査を施行 していないことを

意味している。

赤血球数,血 色素豊 ヘマ トクリット値,自 血球数,

白血球百分率等に病的変動はみられなかった。血小板数

では,No.34で22.0×104/mm3か ら40.5×104/mm3に,

No.35で19.3×104/mm3か ら32.0×104/mm3に,No.37

で19.3×104/mm3か ら28.9×104/mm3へ と増加の傾向

が見られたが,そ の他の症例では大きな病的変動はみら

れなかった。

S-GOT, S-GPTに ついては,No.4の 投与前のS-

GOTが41Uで あったが,投 与後は検査していないため

変動の有無は不明であった。No.7のS-GPTは52Uと

やや高値であるが,投 与後の検査結果は56Uで 特 に変

動は認められていない。No.37の 投与前のS-GOTは

41Uで 投与後は21Uと 正常化 したが,S-GPTは その

逆で,投与前は28Uで 投与後は45Uと 微増 した。その

他の症例では特に問題にする程のS-GOT, S-GPTの 病

的変動はなかった。

Al-Paseに 関 して も.特 に病的変動は見 られなかっ

た。

BUN,血 清クレアチニンに関しても特に病的変動は見

られなかった。

Na+,K+,CI-な どの電解質に関しても特に病的変動

は見られなかった。

以上のように,今 回の症例では,DL-8280の 投与が直

接の原因と思われる各種臨床検査値の病的変動は認めら

れなかった。

V. 副 作 用

DL-8280を38例 に投与 して副作用の認められたのは,

No.3,No.17,No.20の3例 だけであった。その副作用

は全身倦怠感,頭 重,睡 眠障害と嘔気 と下痢であった。

発現率は7.9%で あった。ショックその他の重篤な副作

用は全く認められなかった。

No.3は48歳,女 性,急 性中耳炎例で,DL-8280を

1回量200mgで2回 内服後,全 身倦怠感,頭 重,睡 眠

障害が発現した。いずれも軽度であるが以後の投与を中

止した。中止後これ らの症状は直ちに軽快している。

No.17は55歳 女性 慢性中耳炎例で,肌 一8280を

1日量600mg,3回 分服投与 し,3日 目に軽度の下痢が

発現したので,5日 間内服後投与を中止した。中止後,

下痢は直ちに消失した。5日 間は投与したので
,そ の時

点で,臨床効果について判定した。

No.20は58歳
,女 性 慢性中耳炎例で,初 日に,DL

篇8280を1回量200
mg2回 内服後,嘔 気が強 く,そ の

日の3回 目と翌日の内服を中止した。翌々日の朝と昼の

2回,1回 量200m9を 内服 したところ
,再 び同程度の

嘔 気 を生 じた た め,以 後 の投 与 を 中止 した 。 中 止 後,嘔

気 は 直 ち に回 復 して い る。

No.3とNo.20のDL-8280の 投 与 期 間 は い ずれ も短

い た め,臨 床 効果 の 判 定 は不 明 と した 。

VI. 考 按

耳 鼻 咽 喉 科 領 域 の感 染症 で あ る急 性 中 耳 炎5例,慢 性

中耳 炎17例,急 性 外 耳 炎1例,急 性 副 鼻 腔 炎1例,慢

性 副 鼻 腔 炎3例,鼻 〓1例,急 性 咽 喉 頭 炎4例,慢 性 咽

喉 頭 炎1例,急 性 扁 桃 炎 の計38例 に対 し,新 しい ピ リ

ドン カル ボ ン酸 系 合成 抗 菌 剤 で あ るDL-8280を,1日

量600mgな い し300mg経 口投与 してそ の 臨 床 効 果 を

検 討 した 。DL-8280の 臨 床 効 果 は,著 効11例,有 効16

例,や や 有効6例,無 効3例 お よび 不 明2例 で,有 効 率

は75.0%の 成 績 で あ った 。

今 回 患者 病 巣 か ら分 離 され た 菌 は グ ラム 陽 性 菌 か ら グ

ラム 陰 性 菌,yeast-like orgagismに 至 る ま で,多 岐 に わ

た って い た。 単 独 感 染 の25例 で はStaPhyiococcus au-

reus 12株 が最 も多 く,Proteus incanstans B2株,Pseu-

domonas aeruginosa 2株 が これ に続 き,残 りの菌種 は す

べ て1株 ず つ で あ った 。 混 合感 染 の6例 で は3菌 混 合 が

2例 で,そ れ ぞれ,Staphylococcus epidermidis, Staphy-

lococcscs sp., Corynebacterium sp.が1例 と,Streptococcus

pneumoniae, α-StrePtececeus. Neisseria flavescensが

1例 で あ っ た。2菌 混 合 の4例 は,Staphylocaccus epi-

dermidisとyeast-like organism, Staphylococcus aureus

とStreptococcus pyogexes, Streptococcus pyogenesと

Neisseria subflava, Streptececcus sanguisとStreptococ-

cus salivariusの 組 合 せ で あ った。

DL-8280のMICは,全 菌 種 で 比較 した場 合 で もFig.

2に 示 した よ うにNFLXよ り2管,PPA,NAよ り7管

ほ どす ぐれ て い た 。特 に症 例 数 が多 く,混 合感 染 を含 め

る と13例 に も検 出 さ れ たStaphylococcus aureusに 関

して は,す べ てMICが1.56μg/ml以 下 で あ り,そ のほ

とん ど が0.39μg/ml以 下 で,臨 床 効 果 も有 効 率84.6%

とい う好 成 績 であ った。 ま た,Staphylococcecs epidermi-

dis 4株,Micrococcus sp.1株,Klebsiella oxytoca 1株,

Proteus mirabilis 1株,Preteus inconstans B2株,Neis-

seria subflava 1株 に つ い て は,い ず れ もMICが0.39

μg/ml以 下 で す ぐれ た 抗 菌 力 を示 し,Proteus mirabi-

lis, Staphylococcus epidermidisが 分 離 され た症 例 の有

効 率 が50%で あ った 以 外 は,す べ て有 効 率 は100%で

あ り,DL-8280の 有用 性 が示 唆 され た。

各 種 臨床 検査 値 に つ いて は,特 記 す べ き 病的 変 動 を認

めな か った。

DL-8280の 副 作用 につ いて は,全 身倦 怠 感,頭 重
,

睡 眠 障 害 の1例 と嘔 気 の1例 と下痢 の1例 で あ った 。
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CLINICAL INVESTIGATION OF DL-8280 IN THE INFECTIONS

OF THE OTORHINOLARYNGOLOGICAL FIELD

YOSHIO HONMURA, YUTAKA SAKAMOTO, YASUKO URAO and TOKO RYO

Department of Otorhinolaryngology, Kawasaki Municipal Hospital

The clinical effect of DL-8280 was evaluated in 38 cases of the infections of the ear, nose

and throat; 5 cases of the acute otitis media, 17 cases of the chronic otitis media, one case

of the acute external otitis, one case of the acute sinusitis, 3 cases of the chronic sinusitis,

one case of the nasal furuncle, 4 cases of the acute pharyngolaryngitis, one case of chronic

pharyngolaryngitis and 5 cases of the acute tonsillitis.

The following results were obtained from the clinical and laboratory studies.

1) The clinical results were excellent in 11 cases, good in 16 cases, fair in 6 cases, poor

in 3 cases and unknown in 2 cases. The effect was observed in 75.0% of the patients treated.

2) The isolated organisms were Staphylococcus epidermidis, Staphylococcus aureus, St-

reptococcus pyogenes, Streptococcus sanguis, Streptococcus salivarius, Streptococcus pneumoniae,

a-Streptococcus, Staphylococcus sp., Micrococcus sp., Proteus mirabilis, Proteus inconstans B, Pse-

udomonas aeruginosa, Pseudomonas cepacia, Klebsiella oxytoca, Neisseria pharyngis, Neisseria

flavescens, Neisseria subflava and yeast-like organism.

Clinically good results were obtained in the patients infected with Staphylococcus aureus,

Staphylococcus epidermidis, Micrococcus sp., Proteus inconstans B, Klebsiella oxytoca and Neis-

seria subflava with the MIC of less than 0.39ƒÊg/ml of DL-8280.

3) No unfavorable influence was noticed on peripheral blood, liver function, renal func-

tion and serum electrocytes by the administration of DL-8280.

4) Side effects were observed in 3 out of 38 cases ; malaise, dull headache and insomnia

in one case, nausea in one case and diarrhea in one case.

5) From these results, DL-8280 seems to be useful drug in the treatment of the infections

of the ear, nose and throat.


